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オフィス コンピュータのアプリケーション事例
How to Use Office Computer

オフィス コンピュータの適用分野はは範川にわたっているが,克之も効率の山い仙

い方は事務の発生現場において即時処理を行なうことにある〈′､二〝)ニーズに?芋える

ため,此に何内では設置子音数ベースでは約50%をオフィス コンビュ【夕が【】-iめてい

る｡本稿はオフィス コンビュー一夕のj劇】1分野について述べ,与t休例としてHITAC

5/5ⅠⅠ及びHITAC85を実】祭に不束糾させている顧客4杜での仁三悪ヲ邑行某頻,′壬たi三■L†1

杓業務,経理業軌 及び.1二場=別表部門の介理化についてそれぞれの仙いノブの1寸j一三を

討1介した｡各事例についてグ)紹介に当た/ノては,ハードウェア,ソフトウェア+〔に

超小形機として制約されているオフィス コンビュ∽タを布効に生かLキ‡務を進めて

いるところにラモ目し,二れらについて再点的に説明Lた｡

l】 緒 言

日本電r一計符機株式会社(JECC)ク)分類(1)によれば,売価

1,000万円未満のコンピュータを超小形コンピュータといい

1,000‾ガ～4,000ノj-｢+までのコンビュMタを/ト形コンピュータ

と呼んでいる｡-･方,日本電十工業振興協会の分雉(2)によれ

ば最近叫昔勢に合わせて,売価1,300万円以下のものを超小形

コンビュ【タと呼んでいる｡本稿は,この分頬に該当する超

小形コンピュータをオフィス コンピュータと呼ぶこととし,

その事務管理面のアプリケーションについて述べる｡

さて,⊥呪在我が国で稼動しているコンビュー一夕は25,000丁′了

を超え,そのうち約51%がオフィ ス コンビュー¶タである()

この傾向は/ナ後も変わJ)ず,50～60%がオフィス コンピュ

ータで[ちめられていく
ものと予測されている｡それでは,な

ぜこのようにオフィ ス コンピュータが普及しているのであろ

うか｡この原凶は柁々考えJ〕れるが,主な要因として次の′た

が挙げられる｡

(1)手車削二う#入できること｡

弔問も円綿10万～30万円で佐用でき,懲凋設備も不要であ

り,専門要員を特に必要としない｡

(2)⊥呪場の第一･練業務である胴々の収引のr‾朋【lほ即時処理し,

記録できる(伝票発行,ソ亡帳記帳)だけでなく,報告ミートF(売上

[ニト報,得意先別売.卜H報など)も作成できるといった幅Jょい

機能をもっていること｡

(3)通信[日1線サポートの機能をもち,大形コンピュータと有

機的に接続できること｡これによ1)工場,山づ上主所､倉樺など

にオフィ ス コンピュータを導入し,仁ミ票発行を行なし､,処

理結果を人形コンビュ【タに仁二送し,全社的な処理を行なう

など,情報ネットワークを構築する一一要素になる｡

このような要因のもとに,普及Lているオフィ ス コンピュ

ータのアプリケーションについて,日立製作所のオフィス
コ

ンビュuタHITAC 5/5ⅠⅠ,HITAC 85の使用実例を丑に,

一旦体的に次に述べる｡

8 オフィス コンピュータの適用分野

企業の事務には,大別して次の∴つがある｡

(1)個別の収引ごとに発生L,即時処理を必要とする現場事務

市Jll洋一*

高際利明*
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(2)ノj別,りさ許期別に締め一切り,それまでに起こった収■jlを

分う泊射汁し,芥仲グ)糾う十こト‡二を作成するう1押仁一◆it稚

(3)帥机 上主期を王…りわず,fj-JE,販り【己,利益などの.汁Irh椚三成

二乍務

二れJ〕♂〕∫‾壬i務のうち,(2)と(3.)は｢-延期‖ルiiり､ンニごと_一に帖

報を集め,｢個々の収引のデータ+ではなく,分析,り三約され

たデー一夕を1托り一扱う｡すなわち,バ､ソナ処押と呼ばれるもの

であり,小形コンピュータ以__ユニの処耳lミ形態として-一般的であ

る｡二れに対L(1)の現場-さii務は,収引の党キミの郁蛇処即する

ことをJ求刑とLており,オフィ ス コンビュー¶タの一興7モ■岬Jな

処.哩形態である√)

すなわち,オフィス コンビュ叩タの処王町プ/法は,収り】が発

生するごとに明細デ叩タをキ【 インして七三票発行を行ない,

そのデ∬タを記憶装置内に苔横し,分頬集計を行なって報㌣子

吉類を作成する｡この点がバッチ処理中心の小形コンピュー

タと基本的に異なる点である｡

オフィス コンビュ【タのや一入には,その特閃から次の∴つ

の形態がある｡

(1)仝札的な事務処理の中心袋帯として導人される場†ナ

(2)中火に設置されている小形機以上のコンピュータに対す

るインプット データ作成用として導入される場fナ

(3)前(1),(2)の併用として二｢場,営業所などに噂人され,そ

の現場における車二紡処理の小心とLて他用されるばかりか,

そのデータを本社グ)′+､形機以上のコンビュ【タに対するイン

プット データ作成用としても使用する場ナ㌢

(1)の場ナナほ,処J判別月の配分(入力データは,コンビュmタ

【′l体のキーーポ肝ドより,キー【インして作成するため,1日

の稼動時Hりのうち,入力デMタ作成時間と報許il芋などを作成

する時間を分けなければならない)により,報告部粕の作成純

襲頁が限完三されてくる｡そのため,小形機以_トグ)コンビュ…タ

のように,すべての業務に適用させるのではなく,ある特定

の業務に限定して使用したほうがより有効にオフィス
コン

ビュ∽タの能力を発揮できる｡

(2)の場fナは,紙テープなどに入力結果を出力して,郵送す

るか,あるいはテレックスを用いて伝送する｡

*
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(3)の場合は,同じインプット データ作成用といっても,単

に入力された明細データをそのまま送るのではなく,分類L,

集計されたサマリー データを送ることになる｡通常は,通信

回線を用いて1日に1回,その日のデータを一括して伝送す

ることが多い｡

8 日立自動車部晶販売株式会社における

売上業務の機械化例

3.1 導入の目的

同社は,カークーラー,カー ステレオ,点火プラグなど

の自動車用品の仕入,販売を行なっている｡業務の特徴とし

て,得意先が全回に分布しているサービス ステーションや/ト

売店であり,これらで顧客(エンド
ユーザー)に対して,常

に適正量の在庫を保持し,需要に応ずる必要がある｡各ノさ三･某

所では,それぞれの得意先についての売上情報を的確につか

む必要があり,本社では,各営業所の売上情報を収集し,全

社的見地のもとに管理を行なう必要がある｡そのため,各営

業所における売上関係の伝票発行を正確,且つ迅速に処理す

るために,HITAC 5を導入Lた｡

3.2 データ】授集の方法

同社の売上関係の伝票発行システムを図1に示す｡同図

地方営業所(大阪地区･名古屋地区･九州ヰ匡･四国･東北･
北陸･北海道)
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注:* エラーデータは,本社のテレックスにより各発生元へ送信し.

エラー訂正処王里を行なう｡

国l売上情報の流れ 地方各営業所にH什AC5が設置され.そこで

作成された紙テープデータは,テレックスと郵送の使い分けによって本社に収

集される0本社サイドで作成された管理資料は,各営業所へフィードバックさ

れる｡
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第1旬 21日～29日分のデータを30日中に発送,本社到着

1日午前中｡30日分はテレックスにより送信｡

第2旬1日～9日分のデータを10日中に発送,本社に到着

11日午前中｡10日分はテレックスにより送信｡

第3旬11日､14日分のデータを15日中に発送,本社到着

16日午前中｡

16日～19日分のデータを20日中に発送,本社到着

21日午前中｡20日分はテレックスにより送信｡

図2 データ収集の方法 毎月を3旬に分けて処壬里することにより,デ

ータ処王里のピーク発生を防ぐ｡

で,地方官某所ではタイプ原票と称する売上情報に非づいて

HITAC 5により売上伝票を発行し,同時にテレックス用の

紙テ】プを出力する｡このとき,附定項目として,注文主コ

ード,注文主名,需要先コード,需要先名,商品コード,名

称など,機不戒的に入力可能な項目についてはHITAC 5のオ

ペレーションを簡素化するために,エッジカードを利用して

入力し,それが不可能な項目については,キー ボードによる

人力とLている｡

また,次に続く売上日報作成の処理で,紙テープ入力時問

を節約するため,HITAC 5の機能を活用したメモリ集計

(メモリの中に計算結果を蓄えておくこと)を行なっている｡

出力された紙テープは,テレックスと航空便を使い分ける方

法をとり,平常時は航空便によるが,締切日とその前日,あ

るいは特に定めた日にはテレックスによって送一言する｡

航空便については,各空港の事情により紙テープ逆送の集

配時間,運航時f芦りを考療こし,最終的に本社に到着する時間を

決めて,それに間に合うように発送する｡これを示すと図2

のようになっている｡本社に収集されたデータは,社外の大

形コンピュータによって処理を行ない,管理資料,請求資料

などを作成し,航空便によって各常業所へフィードバックす

る0 その其本的な処理サイクルとLて,第1句は2日,第2

句は12日,第3句は17日と22日とし,これらの日の1日後に

は,各営業所へ管理資料が到着するというスケジュールを組

んて､いる｡

四 日本耐蝕管工業株武舎社における受注･出荷業務の

機械化例

4.1 導入の目的

同社は,化学工業生産設備用のステンレス,チタン,純ニ

ッケルなどの溶接管の製造,販売を行なっている｡本社は東

京都内にあり,工場は千葉県松戸市,柏市に所在している｡

同社業務の特徴を言えば,仕入れの面からみると原材料が

金属素材であり,その椎芙酌ま比較的少なく,数量は多くまと

まるという形態をとってし､るが,販売の面から為ると製品は

化学工業設備の褐雉化,高度化に伴い配管用の耐食管の利用

範囲がますます拡大し,種類も多種多様となってきている現

況にある｡

これに伴い,√受注～仕入れ～‾製造～出荷売上～請求にモ至る
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過程の事務処理は褐雑化の一途をたどっている｡事務量の哨

人は,その正確さ,迅速さの点で手作業の限界にあi)･,これ

に対処すること及び事務の改善,特に手作業では作成困難で

あった種々の管理資料をタイムリ【にアウトプットすること

を目白勺として,HITAC 5ⅠⅠをき詩人した｡導入に当たっては

全社的構想をっ蛙に,コンピュータを導入する事業所ではその

使い■方を最適化して,人手による作業とコンピュータによる

作業のバランスをとり,受注～仕入～在嘩～貝反売間の機動性

をよ りいっそう向.卜させることをねらいと してし､る｡

4.2 システムの概要

‾業務全体のi充れと,HITAC 5ⅠⅠをフ導入して個々の業務で

他用される人力仁ミ票,マスタ ファイル,JI-けJ帳票をホすと,

図3に示すような流れになっている｡

このシステムで考慮されているノ和ま,目.的とした管理レベ

ルを維持しつつ処理時間を無硝～iするために,紙テ】プの更新

量を少なくLたこと及び各穐のデ叩夕作成と集計を同時にで

きるようにプログラム設計したことである｡

(1)売上げ及び仕入業務

売__l二業務と仕人業務は,システム設計上は共通的であるの

で,売上業務を主体にして説明する｡

売【Lげの処理は,売上伝票を入力J京票とLて得意先九帳を

作成することから始まる｡図4に売_卜業務のフローチャート

を示す｡

このとき,売上テープを作成すると同時に売上げの集計を

行ない,得意先元帳作J式後,直ちに売上日計表を作成する｡
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(更新済み)
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P

モメ集

マスタ更新,作表

売上日計表

得意先

マスタ テープ

売上げテープ

次の処理へ

図4 売上業務のフローチャート(部分)発生する取引きデータを即

時≠匹王里するパターンを示して右り,川TAC 5ⅠⅠクラスでは定石的な処理とな

つている｡

仕入伝票

支払伝票

◇

■■■l資榊士人れ■■◆ 製 造 ■■◆

売上伝票

入金伝票

◇

→ 出荷･売上請求

仕入先名マスタ

買掛マスタ

仕入先元帳

仕入日計表

支払一覧表

買掛残高表

図3 業務の流れと入･出力帳票 個々の業務を一連のシステムとLて体系付けたものである｡

在庫マスタ

受注残マスタ

在庫一覧表

受注残表

世
得意先マスタ

売掛マスタ

得意先元帳

売上日計表

誘求高一覧表

売掛残高表

諸式書
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二の日計表作成プログラムは,前の処辟でメモリ集計した

データを人力とLて処fR印引川を如純化Lており,また処理の

遥一二1‾∫で/J-▲悍1主などによりマシンのう=に源がオフとなって,メ

モリ内のデータが消えてもー1年作成できるよう完一Lげテープの

人力も可能にしてし､る｡

このように細目作成される売_Lげテープ(仕人れの場†ナは

入金伝票 出金伝票

L--一丁--+

キーボード

資金収支データの作成

石訂メッセ‾ジ資金収支明細書

｢‾7‾‾‾●
l

ll
L
L
_
資
金
収
支

マスタ

(新)

(新)

資金収支

マスタ

(旧)

中間媒体

媒体変換

資金収支

マスタ
(新)

黄金収支計算コード変換

資金収支計算の

マスタ

貸金収支計算書の作成

資金収支計算書

図5 資金収支管理フローチャート

一夕を導入する場合,汎用的に)舌用できる｡
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資金収支

データ

テープ

ソート■■マージ 課別,科目別

ソート済み資金

仕入れテ【プ)で売寸卦マスタ(仕入れの場合は買掛マスタ)ク)

唆新を行ない,締め切日に売上げの場合は(1)請求市,(2)請求

高一一一誌表,(3)売1卦残高表を,仕入れの場ナナは(1)支払-一覧表,

(2)買1卦残高表を作成する｡

紙テープの更新呈を少なくするために,売上げと仕人れで

仙川するマスタはそれぞれ一本化しないで,毎日史耕の必要

収支データ

資金収支日計表の作成

資金収支日計表

資金収支計算書の作成

資金収支計算書

媒体変換

中間媒体

マージ

黄金

収支元帳一-‾‾‾｢‾‾1
マスタ

(旧) l l
l l

l l

l l
l 1
1 1

1 1

1 1

;:
琴準----+ I収支元帳 一---

(新)マスタ

貸金収支元帳の作成

資金収支元帳

繰越分__J

注:*媒体変換の処王里は棟器構成上の理由で生じており,将来,機器を増設Lたときにはこの処理はなくなる

このフローは事例であると同時に,学校三去人がオフィス コンビュ



がある金額部分と,任所氏名など国定部分の人った得意先名

マスタ(仕入れの場合ほ仕人党名マスタ)の2本+ンニてにしてい

る｡また,マスタ更新プログラムでは､(1)売上げテープ(仕人

れテMプ),(2)人魚テープ(支#､テーープ),(3)売_l二げ･人令テ

ープ(仕人れ･支払テ【プ)の3 とおりの入力を可能と して

いる｡

(2)七三J専管理業務

在席管〕哩業務は大きく分けて,(1)′妾‡主残の把柑,(2)在韓数

の把掘を巨=1勺としており,一三ii三業務は｢∫基望作イJく鰍井+を人プJ

原票としてノ三拝テ【プ作成､集,汁表の作成を行なうことから

始まる｡′受注残の把掘は巷望品の特質上,数巌と峯岸の2】‡互目

であるが,6佃月光の管理を行なうためには12項臼となり,

三択テープ宗が州大してくる｡現実には6胴月を超える納期の

′受注があるか,これは件数も少なく､また､コンピュータヘ

の入力デ【タとLての納期限度を6個りとしても支障がなか

ったのでそのように標準化した｡

多一量の尊堂品椎頬の在嘩数の把捉を糸氏テープ ベーースの超′ト

形コンピュータで行なうために,二窮点管理品目を選定†.ノ,紙

テMプのデmタ:岩二を減らL処f里時田Jを知硝～i化する必要があ/ノ

た｡そこで,(1)特i主品で,且つ加納糊であるような動きの激

しし､ものは八千によって祁う｡(2)動きのほとんどなし､品目は

コンピュータには乗せない｡(3)存樺･琶三夫のアウトプット サ

イクルは管理帯が必要とする限度を巧▲落して1り報とする｡

(4)データ項目は可変氏とLて紙テープの印繍化を図るなどの

配樟､を行なった｡

同 学校法人広池学園における経理巣務の機械化例

5.1 導入の目的

同学園は全寮制高等学校,及び夜間馴高等学校の経甘を行

なっており,生徒数は尽･伎目-り合わせて約1,000子1である｡

昭和44年3月に会計機を噂人L,事務の機械化を行なってき

たが,機1戒化の第2f_那皆としてHITAC 85を昭和50年7f‾ヨに

呼人し,次に述べるような臼的を達成することとなった｡

(1)経理業三紡の+旦速･確実化

学同約企の処王里で従来手続上不確実な面があったものを完

全にし,業者送令案内,元帳記帳の迅速化など,経理業務の

よりいっそうの合理化を行ない集約を図る｡

(2)生徒滞り1き管理のフ己仝化

従来も会計機で事務の機寸戒化を行なってきたが,口座間遠

い,残高違いなどが多少あった｡これら事務_卜の問違いをチ

ェックLて､残高遠いを一一掃Lて完全を期L,父兄への残高

幸良一｢～でも子房月,本人の入･Hl令.状況をそのまま幸艮flキ･するとと

もに,畑作の先生の意見,本人の恍同内容をも記入させる方

式にする｡

(3)そ の 他

給食業務の合理化,給与計算の合理化などを実現する｡

5.2 システムの書既要

ここでは,次に述べるように本学図の経理業務について寺門

介する｡

(1)概 要

学校会計一堪準に従った資金収支計算語,消費収支計算再を

作成し,子･実算管理を行なう｡

(2)人力帳票

(a)入金伝票(600枚/月),(b)出金仁ミ票(100校/月),

(c)振替伝票(100枚/月)

(3)山力帳票

(a)資金収支明細書,(b)資金収支日計表,(C)資金収支

オフィスコンピュータのア70りケーション事例1003

元帳,(d)資金収支計算器,(e)消費収支計算再

(4)システム フローチャート

システム フロMチャートを図5に示す｡

l司 山川工業株式会社追浜工場におけるエ場間接部門の

合理化システム例

6.1 導入の目的

同社は日動中部品を中心とした総ナナ加_1ニプレスー､l∫叩【】メーカ

ーである｡同社の‾-■j一指箸機耳城化は町i利145年に本朴にHITAC
8210

を一年人し,葎 ノ亡化を口rlてJとして開始された｡

その後,システムの拡充に仰い 昭和49年にHITAC 8250に

リプレーースした｡-▲方,塑望退部門では,八什弓l～の高騰に対処

し,目▲つ人的能力を最大限に活用するために,HITAC 85に

より+二場内部における事務機械化を阿ることにした｡

対象業務を(1)_L具1ミ′受払管理,(2)一一般購人品乍押】阜,

(3)経理業務,(4)生J辛背理などとL,これらのシステムを

有機F】勺に結合し,いっそうの効果を挙げるため,各-【一丈務の計

与‡一転記作業をHITAC 85により一一ナ亡的に処理することにL

た｡ニれにより,(1)二J二場内部の情報を即時に現場へフィー

ドバックし,ヰt荷処理の精度向_卜による背理レベルの1叶Lを

阿るr⊃(2)本朴送付データ(テレックスによる送イ‾.i)をHITAC

85で作成することによ り,デ】タの精度を向上させる｡

(3)業務集り+化により重侍作業を解消し,人員をより付加価

値の高い仕事に活用する｡以_Lの諸点をフ導入のねらいとした｡

6.2 システムの概要

｢iiJ什のシステムは,本社のHITAC 8250を中心としたハイ

アラーキ システムである｡その中で,HITAC 85の占める位

吊は､各t場に置かれたデータ エントリ マシンである｡し

かL,工場内部からみた場合,HITAC 85はセンタ マシンで

あり､工場内部でクローズされたシステムを形成している｡

このシステムでは,個々のサブ システムを有機的に結fナしな

がら,その結果とLて総合的なシステム,すなわち工場とL

ての情報体系を作り上げるよう考慮Lている｡

例えば,経理業務は工具主′受払管理,･般購人品管理など

と結合させて,工具室受払管理システムで作成された′受払明

細ファイルから払と†-ユし†よ票及び限石三晶納品書を抜き出し,科

目別経費集計用のデータとして他用する｡同様に,一一般購入

品管理システムの購人丁ム票のファイルから,購入品データを

経理システムは一夏け1杖ることになる｡

このように,経J理サブ システムは他のサブ システムから

のデータと絶押システム内部で作成されるデータ(例えば,諸

経費の振替仁ミ票)を処理Lている｡一例とLて,二｢与し弓ミ,

般婦人,経理業務データの流れ､関連は図6に示すようにな

ってし､る｡

どリング業務で考椿､すべき点は固定情報をなるべくコンピ

ュータ側でもち,オペレータによる入力を妓小限にし,エラ

ー人力に対する診断を可能な限りコンピュータに行なわせる

ことである｡このシステムでは,HITAC 85の比較的大きな

メモリ と,ランダムにアクセスできるフロッピー ディ スクを

佃り召してオペレータの負担を軽減させている｡エラー チェッ

クの∨一例として,工具室の貯蔵品,限定品′受払い時における

処理は,表1に示すとおりである｡

キー｢ボードから入力された内苓について,エラーがあれば

モニタ リストにその旨メッセージを山力し,オペレータに対

して正Lい人力を促す｡また,正しい入力は受払明細ファイ

ルに出力する｡キー インする二項巨=ま,それが数字であれば

操作__Lの能率がいっそう向上するので,コード体系は数字だ
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要求伝票

l
メーカー

科目

支払承認 諸経費 仮払･立替

貯蔵品納品青i‾棚入院定品柄品番】舶業者以外納品書i
会計伝票 補助簿

預金台帳

出納帳

ll

要求伝票

1
1

†I†

朗月報受払明細書在庫管理リスト

l

▼▼▼

限定品使用明細諾畏令科弼細表
lI

他工場発生

振替伝票

商 社 別

支払台帳

予算報告書

一■■●-
支払科目

合計Ijスト

明 細

集計リスト

科目別,課別

科目別,部品別

経費発生状況リスト

予･実算

比 較 表

図6 工具,一般購入品経理業務の情報関連図 工場間接部門とLての情報管理体系を示す｡

けで構成できるよう考極二されている｡更に,これらのチェッ

クは,メモリ内に作成したテーブルを利柑しているので,高

速に,ほとんどキⅦ インと同時に行なわれるため,オペレ

ータは即時にエラーを確認できる｡この効果として,マスタ

ファイルとのマッチング エラーを皆無に近い状態にすること

ができ,後続するランにおけるデータの信相性がいっそう向

.卜した｡

蓑l 納品書入力項目とHITAC85によるチェック オフイスコン

ピュータでは,入力情報が直接マスタ ファイルとマッチングされ,更新,作表

などを行なうため.入力項目チェックは可能な限り厳重に行なう｡

No. 項 目 けた数l種 頬. チ ェ ッ ク 内 容

l 納 入 年 月 日 6 任意.処王里日以前の日付か｡

2. 商社コード

エ具コード

4 40 登毒素されているコードか｡

3. 6 500

4. 契 約 区 分 l 2

工具コード,単価,勘定科目が契約

区分で定義された条件どおりになっ

ているか｡

5. 数 量 5 任意 けた数チェック

6. 区 分 l 3 規定どおりの数字か｡

7. 単 価 7 任意 けた数チェック

8. 勘 定 科 目 200 登録されているコードか｡

9. イ重用モジュール 6 35

10. 発 行 番 号 4 連続 けた数チェック

18

試 算 表

1

月次決算雷

エ場発生

集計リスト

l】 結 言

オフィス コンピュータは,前述したように我が国で稼動

しているコンピュータ台数の51%をも占めている｡そのため,

アプリケーションについてもあらゆる分野にわたっていると

三1ても過言ではない｡本稿では,その具休例として特長あ

る事例を選んで紹介し-たが,オフィ ス コンビュ】タをヰ入

して稼動させている菓務をみると共通的なものが多くある｡

その中でも代表的なものは,(1)給与計算,(2)販売管理業務,

(3)仕入管理業務,(4)経理業務などである｡これらの業務は,

アプリケ椚ション パ､ソケージ化されることによI),オフィス

コンピュータの中人をよりいっそう容易にするものであり,

HITAC 85ではパッケージと してこれらを開発している｡

HITAC 5/5ⅠⅠにおいても多くのアプリケーションについて

のノウ ハウ(know how)がライブラリ化されている｡これ

らのアプリケーション技術と超小形機とLてのハードウェア,

ソフトウェア技術の進歩によl),今後のオフィス コンピュ

ータの普及はますます広まっていく ものと考えられる｡

終わりに,各アプリケーション システムの実現に当たり,

子卸指導,御協力をいただいたユーザー各位に対し厚く謝意を

表わす次第である｡
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